


立ち上げたきっかけ

いろいろな人の眼差しの中で育つことで「一人じゃない」と感じ、

親も子も安心して成長できると思います。

だから、

子どもの成長にはたくさんの人たちとの関わりが大切

食べることを通して人との関わりをつなげたいという思いから･･･



この活動のコンセプト

子ども達が幸せに生きられる地域つくりを目指して

子どもとお母さんたちのためのぱくぱく食堂を開催します。

みんなで楽しくぱくぱく食べよう！！

ぱくぱく食堂



2017年9月 あやせ総合送センターで活動開始



2018年1月 新設された綾瀬市保健福祉プラザでの活動を開始



２Ｆに子育て支援センター
があり、子育て中の母子が

参加しやくなった



クリスマス

多彩なメニュー



調理風景



2018年１０月 外国籍のお子さん

の日本語教室｢キッズかけはし｣、

その後は「キッズなかよし｣への

おやつの提供

「キッズなかよし」

掲
載
さ
れ

ま
し
た

「キッズかけはし」



ぱくぱく食堂を活用して欲しい親子の
参加を増やしていく模索をする

行政からタイミングのよい打診あり

家庭内で問題を抱えている親子に
参加を促しても良いかとの打診

活動の場が拡がった！



新型コロナウイルス感染拡大のため、
２０２０年3月末から活動ができなくなりました！

毎年2～3月は、
4月から幼稚園に行く子は不安と期待に胸を膨らませる
でも、「ここで知り合えたから、心強い。」といってくれるママ・・・
そんな言葉を聞くチャンスがなかった

私達は食を
提供するだ
けではなく
交流の場も
提供したい

マスクを外して、お話ししながら交流を深める場の
再開はなかなか難しい

6月頃にはお姉ちゃんになって、新しい弟か妹と参加できると
楽しみにしていた女の子にも会えず・・・



何ができるか・・・お弁当は？ と考えた

しかし、保健所に問い合わせると、専用の厨房が必要
で、ぱくぱく食堂のような公共の調理室を借りて行っ
ている子ども食堂としてはお弁当は作ってはいけな
いとのことだった。

市とのコラボで、外出しにくい
母子に来てもらうことができて
いたがそれもできなくなった

ぱくぱく食堂を開催でき
なくなり、母子の交流の
場も持てなくなった

この計画は実現せず・・・



2021年8月
「フードリンク ぱくぱく食堂」開始

＊フードリンクあやせに参加

綾瀬市と社会福祉協議会のほか民間の食糧支援団体
などで構成され2020年３月初回開催

この活動をきっかけに、ぱくぱく食堂独自の
フードリンクの活動を月に2回定期的に開催



いろんな方に
支えられての

活動

フードバンクかながわ

国際
ソロプチミスト

地域企業

地域の方

生活クラブソーシャルインクルーシブ助成申請中

福祉たすけあい基金

福祉ボランティアグループ事業助成金



基
本
セ
ッ
ト

基
本
セ
ッ
ト

を
こ
の
箱
に

入
れ
ま
す

引き取りを待つ



ぱくぱく食堂が再開できたら

出にくい
子どもたちの
食事の場

外国籍の子ども
たちへの手作り
おやつの提供

いろいろな子どもたち、ママ達の
集まれる場づくりをしたい

食料支援を必要と
している子どもたち

の食事の場

母子交流の場


